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お子さんの気になる様子の理解と対応Q＆A
　お子さんの気になる「行動」「感覚・姿勢・運動」「きこえ・ことば・コミュニケーション」についてQ＆A

でご紹介します。

行動

 Q. 話を聞く場面でじっと座っていられません。

 Q. 興味のあるところにすぐ行ってしまいます。手をつなごうとしても嫌がります。

 Q. 作業の途中でボーっとしてしまいます。

 　他のことに気を取られやすく、集中できる時間が短いのかもしれません。ふざけているわけでは

ないので、叱らずにさりげなく気持ちを戻す、終了の目安を示して見通しを示すなどの対応がよい

でしょう。

　 また、姿勢を保てないために集中が続かないのかもしれません。体を動かさないと集中力を保てな

いお子さんもいます。話を聞く場面の中に、手拍子や歌など、動く機会を作るとよいでしょう。日頃から、

運動遊びを通して姿勢を保つ力を高めることも大切です。

   話の内容がよくわからないために、じっとしていられない場合もあります。理解しやすい言い回しに

する、身振り・絵・写真など視覚的な手がかりを添えるなどの工夫があるとよいでしょう。 

A.

　 好奇心が旺盛でいろいろなものへの興味が強く、おとなしくしているよりも興味優先で行動しやすい

お子さんがいます。一度に様々な感覚刺激が入ってくることに混乱し、目を引くところに向かいやすい

場合もあります。

　 また、触られることに過敏なため、手をつなぐのが苦手なお子さんがいます。そのようなお子さんは、

手を強く引っ張られることを特に嫌がります。手に触らずことばで伝えるか、肩から体を誘導するなど

誘い方を工夫しましょう。   

　 ことばの理解度や自分でどのくらい行動をコントロールできるかにもよりますが、数秒だとしても

手をつないでいる間にほめる、目標を設定して（例：次の信号まで）そこまでは手をつなぐ練習をする、

子どもの好きな歌をうたうなどして「周囲のこと」よりも「手をつないでいる大人」の方に興味をひき

つけるなどの対応をしてみてください。  

　 危険な時には、言い聞かせるより、安全第一にすることが必要な時期もあります。「あの場所は、もう

少し行動がコントロールできるようになってから連れて行くことにしよう」など、成長を待つ視点も

必要です。 

A.

　 集中時間が短いと、最後まで作業を続けられない場合があります。集中力が続く時間に合わせて

作業を短く区切ることで、お子さんがやり終えた手ごたえを感じることができ、ほめられる機会に

もなります。その後また次の区切りまで取り組むことができるようにするとよいでしょう。 

A.
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 Q. 片付けができません。

 Q. 同年齢の子どもたちとうまくあそべません。

   周囲にものがあったり、音が聞こえたりすると気が散ることもあります。集中して欲しいときには、

余計な刺激のない環境にすることも大切です。座る位置や向きを工夫することもよいでしょう。   

　 姿勢を保つことが難しく、作業に集中するには努力しなければならないお子さんもいます。運動を

とりいれると注意が持続しやすくなりますので、休憩を入れたり、物を運ぶ係などの手伝いをしてもら

い席を立って動く機会をつくるとよいでしょう。また、足裏が床にしっかりつくように、ちょうど良い

高さのイスを選ぶ、あるいは、足をのせる台を用意すると集中しやすくなります。

   手先の操作が難しい、運動遊びが苦手、よく理解していないなどの理由で、作業に興味をもてない

場合もあります。お子さんが興味をもっていることに結びつけてみる、お子さんの力に合わせて作業を

少し簡単にすることも必要です。  

　 どのようにすれば片付けたことになるのかがわからないのかもしれません。目で見て空間に対して

物をどのように配置すればよいのかわからない場合があります。かごなどの入れ物を用意する、片付

いている状態を図や写真で示す、片付けの手順を書いて貼るなど、お子さんにとってわかりやすい方法

を考えてみましょう。

　 また、「片付ける」ということばの意味がわからないのかもしれません。「積み木をこの箱に入れて」

など、具体的に伝えてみましょう。例えば、ことばかけとともに、積み木を手渡す、箱を差し出すと、

よりわかりやすくなります。入れ方が乱暴でも、まずは１つ入れたことをほめましょう。

　 あまりにもたくさんの物がでていると、集中力が続かなくなったり、終わりの見通しがもてないため

に、嫌になってしまうこともあるでしょう。途中までは大人が一緒に片付け、最後は一人で片付けて

ほめられるようにすることが必要な場合もあります。 

A.

　 そのお子さんの人への関心はどうでしょう？人より物への興味が強くて一人遊びになりやすいお子

さんには、まず大人が一緒に遊び、「人と遊ぶと楽しい」という気持ちを育て、「もっとやってほしい」 と

いう気持ちを引き出しましょう。「たかいたかい」「抱っこして回転」「一緒にブランコ」など、からだを

使う遊びは比較的どのお子さんも好きです。

　お友だちに興味はあるけれど遊び方がわからず、乱暴になってしまう場合や、一人はずれてしまう 

などの場合には、大人が間に入った方が良いでしょう。ことばでうまく伝えられないのか、相手の気持ち

を理解できないのか、ルールが理解できないのかなどを見極め、気持ちを代弁する、どのようにすれば

良いのかを具体的に教えるなどしてみましょう。はじめのうちは大人も一緒にやるようにし、安心感や

成功体験が積み重ねられるようにしても良いでしょう。 運動や手先の操作が苦手な場合も、なかなか

同年齢の子どもたちと遊べないことがあります。特に ４、５歳になると子どもは活発に遊びますので、

おとなしい遊びを好むお子さんは、周囲のお子さんの 活発さに驚いてしまうことがあります。運動や

手先の操作がうまくできるように、簡単な遊びから始めて、「できた」という自信を持てるように援助

しましょう。

A.
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 Q. 集団活動を嫌がり、参加できません。

 Q. かんしゃくを起こすとおさまりにくいです。

　 無理強いせずに、段階的に参加につなげていきましょう。集団での活動より自分の好きなことをして

いたいときには、お子さんの好きな要素を活動に盛り込んで興味を引く、個別にその活動に誘ってみ

る工夫などが考えられます。また、いつもと違う雰囲気に不安を感じ参加できない、触られること

や大きな音が苦手で集団を避けたいということもありますので、お子さんが受け入れられる活動内容

にアレンジする、予告する、信頼できる先生と一緒に部分的に参加することからはじめるのもよいでし

ょう。   

　 お友だちと同じように活動することにこだわらず、まずは見るだけの参加や先生のお手伝いという

間接的な参加から始めてみてもよいでしょう。  

A.

　　「お菓子を買って欲しい」と思ったら、買ってもらえるまで大騒ぎしてしまうなど、思いが強くてその

他の状況を受け入れられないということがあります。ことばや状況を理解する力が伸びてくると、妥協

案に応じたり、我慢したりすることもできるようになってきますが、それまでは対応する大人もつらい

ところです。他のことに興味を引く、かんしゃくを起こす場面を避けるなど、こじれないように大人側が

工夫することが必要な時期もあります。  

　 もともと感覚的に過敏な面があり、ちょっとした変化で嫌な気持ちになり、かんしゃくを起こしやすい

お子さんもいます。いつもと同じであることで安心できる場合は、まず安心できる状況を作りましょう。

それからほんの少し変化を加え、受け入れられることを広げていきましょう。握るとグニャッとする

手ごたえのあるものを握ったり、キラキラするきれいなボールなどを見たり、ガムなどを噛んだりする

ことで気持ちが落ち着くお子さんもいます。日頃からお気に入りの物を探しておいて、いつも持って

おくと、我慢が必要なときに役立つことがあります。 

A.

 Q. 行動や気持ちの切り替えが難しいです。

　 公園から帰るとき、遊びをやめて給食の準備をするときなど、楽しいことを終えるのが苦手なお子

さんがいます。わかりやすい方法で、先の見通しがもてるように伝えましょう。「長い針が～になったら

お片付けしようね」「あと～回で終わりね」などことばで伝えれば見通しがもてるお子さんもいれば、

次の活動の写真や道具（給食ならばスプーンなど）を見せた方が通じるお子さんもいます。もっと幼い

お子さんの場合、その場から離れて目先を変える対応を続けながら、成長を待つことが必要な時期も

あります。「もっと遊びたかったね」と寄り添うことばかけ、「よく片付けられたね」と我慢できたことを

認めることばかけもしましょう。 

A.
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 Q. ブランコなど不安定な遊びを嫌います。見るだけで乗ろうとしません。

 Q.  「ゆっくり」と言っても、お友だちが乗っている三輪車を強く押してしまいます。 

　 他のお子さんと比べて、からだの揺れを強く感じるお子さんがいます。バランスをとることや、姿勢

を保つことが苦手なために怖がることもあります。無理に乗せようとすると怖い体験となってしまい

ます。まずは、安心できるよう大人に抱かれて乗ってみることや、お友だちや大人が乗っている様子を

見せて、どのようにやっているかを知ることから始め、少しずつ揺れに慣れることが大切です。ブランコ

以外の遊具で遊んでみることで慣れる場合もあります。平均台やジャングルジムなど高さのある遊具

や、公園にあるスプリング遊具など動く遊びもしてみましょう。

   また、走る、鉄棒にぶら下がるなど、しっかりしたからだを作る遊びも大切です。バランスがとれない

場面でも「大丈夫」と思えるようになっていきます。 

A.

　 筋肉や関節の動きを感じにくく、どのくらい押したらよいかわからず、力の加減が難しいのかも

しれません。いろいろな運動遊びの中で、「これくらい押したらどうなるか」など、自分の動きの結果に

気づかせ、力の調整の仕方を学習できるとよいでしょう。

   「ゆっくり」ということばがわかりにくいお子さんの場合、スピードを「各駅停車→準急→急行→特急」

「カメ→カエル→ウサギ」などイメージしやすいものに例えたり、「のろのろ歩き→とことこ歩き→びゅ

んびゅん走る」と具体的に表す、「1のスピード→２のスピード→・・・」と数で表す方がわかりやすい場合

があります。大人が手を添えて力加減を教えてもよいでしょう。 

A.

 Q. いつも姿勢が悪く、背すじが伸びていません。椅子から落ちそうな姿勢で座って

　　　います。

　 姿勢を保つ筋力が弱いお子さんがいます。積極的に運動遊びをしましょう。「エビ」「ダンゴムシ」など

興味のあるものに例えながら、背筋や腹筋の力を育てる動きを日々の遊びに取り入れましょう。また、

イスや机が子どもに合っているかを確認しましょう。イスが低すぎると背中が曲がりやすくなります。

高すぎると足裏が床につかないため集中できなくなります。お風呂マットを座面の下に敷く、牛乳

パックで足を乗せる台を作るなどして、高さを調節しましょう。また、滑り止めマットが安く市販されて

います。座面に敷くことでお尻が前に出にくくなり姿勢を保ちやすくなります。

   先生の話や授業の内容、作業手順などがわからないために、集中できない場合もあります。お子

さんの興味・集中力・理解力・操作能力などに合わせて、内容の設定・展開や話し方の工夫などをして

みましょう。写真・絵・文字などで、流れがわかるように視覚的に示すのも一つの方法です。 

A.
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 Q. 縄跳びがうまくできません。どのようにからだを動かしたらよいかわからない

　　  ようです。

 Q.  はさみや折り紙をしようとしません。しても丁寧にできません。

 　縄跳びは、ジャンプ力、縄の動かし方、手足の協調性など、いくつもの運動の要素がそろっていない

とうまくできない複雑な運動です。足の運動と手の運動を分けて練習していき、その後両方を組み合

わせていきます。例えば、足の動きでは、「その場でジャンプ→前方へジャンプ→ゴムを跳ぶ」、手の動き

では、「片手ずつ縄を回す→両手で縄を回す→縄を前から後ろへ回すと同時にジャンプする」というよう

にします。簡単な動作から練習を始め、徐々に運動を組み合わせていくとよいかもしれません。また、

日頃から、階段の上り下り、つま先歩きなど脚力を高める基礎的な運動でからだを作ることも大切です。

調理作業で「泡だて器を回す」といったような手首の運動も縄跳びの縄を回す運動につながります

ので、お手伝いしてもらうのもよい経験になるでしょう。 

A.

　 はさみや折り紙は、両方の手先を器用に動かすこと、目と手の協調性、形の認識を必要とする複雑

な動作です。うまくできないため、やる気がもてず、苦手なことを避けてしまうお子さんがいます。まず

は簡単で、楽しめる題材から始めます。道具も工夫しながら意欲を育てましょう。   

　 手の機能では、握る、開く運動ができるかどうかを確認しましょう。手の力が弱いとはさみを「開く」

「閉じる」ことが難しいかもしれません。「開く」動作を補助してくれるはさみが市販されています。また、

粘土遊び、鉄棒にぶら下がる、トングを使って握る、洗濯ばさみを使うなど、「握る」「つまむ」「離す」を

遊びの中で練習してみましょう。

   紙を切るときは、片手ではさみを持ち、もう一方の手で紙を持ちます。紙を持ちかえることが難しい

ときは具体的に持つ場所を教えてあげましょう。また、両手を使うためには、姿勢をまっすぐに保つ

ことが必要です。両手を前に出しやすい姿勢でイスに座るようにしましょう。

   折り紙遊びは、さらに手先の動きと形を認識する力を必要とします。シールはがし、綿棒をつまむと

いった指先でつまむ遊びが役立ちます。紙の折り目をしっかり指で押す「アイロンかけ」の動作を行う

ことで指先を意識することができ、力も強くなってきます。合わせた紙をおさえるときは、実際に大人

がやってみせて、両手の使い方、動かし方をおしえましょう。 くわしい手の使い方や道具の工夫に

ついては板橋区子ども発達支援センターの保護者向けの教室や支援者研修でもご紹介しています。  

A.

 

 

 

 

 Q. 大きなボールでもうまくキャッチできません。

　 ボールをキャッチするためには、ボールの動きに合わせた目や手の動きが必要です。動いている物

を追いかける目の動きがスムーズでないお子さんや、手の動きが遅れてしまうお子さんがいます。物

の動きに合わせて目や手を動かす遊びを、簡単なものから始めましょう。   

　 感覚的に過敏なお子さんは、固めのボールだと当たったときに「痛い」と感じ、ボール遊び自体を嫌  

がってしまうことがあります。ビーチボールのように柔らかく、ややへこむボールがとりやすいです。  

大きいボールや赤や黄色などの目立つ色のボールが見やすくてよいでしょう。  

　 家で遊ぶときには、お手玉やスポンジのボールがおすすめです。お互いに向かい合って遊んでも痛  

くないものがよいでしょう。  

A.
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 Q. 箸をうまくつかえません。すぐに諦めてしまいます。

 Q.  偏食が激しく心配です。

　 箸をうまく使うためには、人差し指や中指を他の指と別々に動かすことが必要です。このような難し

い動作ができる前に、手でからだを支える力をつけるとともに、指先をたくさん使うことを通して、

鉛筆やスプーンをうまく持てるようになることが必要です。箸が使えないお子さんの場合、からだ全体

を使った遊び（ロープにつかまる、でんぐり返しなど）はできるのか、指を動かす遊び（手遊び歌、指人

形、クリップをつまむ、あやとりなど）ができるのか、見てみましょう。このようなことができていれば、

箸を練習する準備ができていることとなり、正しい持ち方を教えても無理なく覚えることができます。   

　 箸をうまく使えず、すぐに諦めてしまうお子さんでも、補助箸を使ってうまくできた経験をすると、

積極的に箸を持とうとするようになります。補助箸を使うことで、指先を使う機会が増え、上達してい

きます。市販の補助箸にはいろいろな種類があり、開閉だけの動きのもの、人差し指と中指を自分で

動かすものなどがあります。ループなどの補助のある箸は、補助が少しずつ外れるように段階づけて

いきましょう。そうすることでひとりでも箸が使えるようになります。 

A.

　 感覚が過敏なお子さんは、食べ物の好き嫌いも多いです。味・触感・形・色・匂い・温度など、何らかの

受け入れにくさやこだわりがあるのかもしれません。受け入れられる条件を見つけて、調理方法などを

工夫しましょう。無理せず、成長を待つことが大切です。

   作物を育てる、一緒に料理をすることで、嫌いなものも食べ始めることがあります。集団生活が始ま

ると、まわりのお子さんの様子を見て食べるようになることもあります。生活や遊びの中で、いろいろ

な素材に触れ、経験をひろげることも大切です。  

A.

 Q.  音読をするとき、文字や行をとばします。文字もうまく書き写せません。 

　 文字や行をとばして読んでしまうのは、目の動きがスムーズでないためかもしれません。ボール遊び

などを通して、スムーズに目を動かす経験を積み重ねましょう。姿勢を保つことが難しいお子さんの中

にも、このような音読の難しさが見られることもあります。からだの発達とともに、目の使い方も発達

していきますので、からだ全体がしっかりとするように運動遊びをしましょう。

   また、音読する行に定規を当てる、指でたどるなどの工夫をすると、見やすいことがあります。

   目がうまく使えると、文字を書き写すことも楽になります。間違い探しなどで見比べる、点結び・

なぞりがき・ぬり絵など、目でみながら鉛筆を動かす経験などを楽しく積み重ねることも大切です。

ボール遊びも目を動かすよい経験になります。  

A.
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 Q. 耳が聞こえているか気になります。耳鼻科受診の目安を教えてください。

 Q. ことばの発達が遅れているか心配です。

 Q. 話そうとすると、ことばがつまったり、ことばや音を繰り返したり引き伸ばしたり

　　　します。どのように対応したらよいですか？

   ことばの発達には個人差があります。理解力が弱くてこちらが言っていることが伝わりにくい場合や、

お子さん自身が自分の気持ちをうまく伝えることができない場合、あるいは保護者の方がことばの

遅れを心配されている場合は、健康福祉センターや子ども発達支援センターへご相談ください。 また、

聞こえに問題があるとことばの発達が遅れることがあります。次のＱ＆Ａを参考にしてください。 

　 テレビなどの音に反応しない、大きな声で呼んでも振り向かない、しっかり注意を引いてからささ

やき声で話しかけているのに応じない、ということがあるときは、聞こえにくいかもしれません。また、

何かに集中しているときや騒がしい場所では、呼びかけに気づきにくくなることがあります。音やこ

とばに関心がないと、振り向かないこともあります。静かなところで名前を呼んでみたり、関心のある

歌などを聞かせてみたりしましょう。それでも気づきにくい場合や、聞き返しが多い場合は、耳鼻科の

受診をおすすめします。 

A.

 Q. 発音がはっきりしません。どのように対応したらよいですか？

　　　発音の指導はいつから受けられますか？

　 発音の発達にも段階があり、６～７歳までに完成すると言われています。日常生活では、発音が違っ

ていても言い直しをさせず、伝えたい内容を理解してあげることを最優先し、大人は正しい発音で話 

しましょう。お子さんが正しい発音を聞く機会になります。もし、文章ですらすらお話ができるように 

なっても発音できない音がある場合や、全体的に不明瞭で伝わりにくい場合には、発音の練習が必要 

なことがあります。発音の指導は練習課題が理解できるようになってくる頃（４歳ぐらい）から開始

することがあります。 

A.

A.

　 “話し方”ではなく、“話の内容”に耳を傾けて、受け答えをしてください。話を途中で遮ったり、先取 

りしたり、次々と質問したり、「ゆっくり」「落ち着いて」などアドバイスしたりせずに、最後まできいて

あげましょう。また、お子さんに話しかけるときは、みじかく、わかりやすい文でゆっくり話しましょう。

生活やかかわり全体も、ゆったりペースにしてみましょう。 

A.

きこえ・ことば・コミュニケーション
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 Q. 聴力に問題はないのに、指示にスムーズに応じられないことがあります。

 Q. してはいけないことを、しないようにさせるにはどうしたらいいでしょうか？

　 気が散っていたり、何かに集中していたりして気づいていないのかもしれません。呼びかけるなど

して注意をひいてから伝えましょう。また、ことばの理解が不十分なのかもしれません。イメージしや

すい、具体的なことばで伝えましょう。また、指示が多くて覚えきれないのかもしれません。一度に

指示する内容は、お子さんが覚えておける量に調節しましょう。お手本や絵・写真などの視覚的な手

がかりは、ことばの理解や記憶を助けます。 

A.

　 「だめ！」と言うだけでは、何をしたらよいかが分かりません。どうしてほしいのかを具体的に伝え

ましょう。例えば「走っちゃだめ！」よりも「歩いて」「手をつなごう」の方が具体的に伝わります。

   してはいけないことを繰り返す理由を探って対応することも大切です。してはいけないことを楽し

んでいる・面白がっているのならば、許容できる遊び方に変えていくとよいでしょう。不快・不安から

自分を守るためにしているのならば、その原因を取り除く・予防することが必要です。

   例えば、何でも噛んでしまう理由にもいろいろあります。発達が未熟なために口で物の特徴を確か  

めている、噛む感覚が気に入っている、大人の気を引こうとしている、気持ちを落ち着かせようとして  

いる、などです。対応の仕方も、噛む理由によって違ってきます。噛んでも安全で清潔にできる素材の  

物を用意する、食事やおやつに噛みごたえのある食材を入れて満足感が得られるようにする、日頃から

応答的にかかわり、お子さんの発達に応じて、遊びのレパートリーを広げる、「遊ぼう」「見て」「やって」

「イヤ」などの気持ちをことばや他のジェスチャーなどの方法で伝えられるように助ける、生活のリズム

を見直し体調を整える、お子さんの苦手な刺激を除いたり遠ざけたりする、見通しをもって安心して

過ごせるように工夫する、あそびや生活では、お子さんの興味や力に合ったことをさせる、安定でき

る他の感覚刺激をさがす、などです。   

A.









































令和３年度 

板橋区の特別支援学級・学校等のご案内 

～ 一人一人の子どもの幸せを願って ～ 

   

板橋区では、特別な教育的支援を必要とする児童・生徒のために、一人一人の教育的ニ

ーズを把握し、そのもてる力を高めるよう、必要な支援を行う教育を進めています。 

 

◎ 特別支援学級（知的）…固定学級 

知的な発達の遅れがあり、通常の学級の教育課程では十分な効果をあげることが難しかっ

たり、身辺自立や集団参加に特別な配慮を要したりする、障がいが比較的軽度な小学生・

中学生が対象です。 

◎ STEP UP教室（情緒）…特別支援教室 

通常の学級に在籍し、知的な発達の遅れがないが、発達障がいやその他の情緒的課題のた

め、学校生活にうまく適応できない小学生・中学生が対象です。在籍校に設置されている

教室で巡回指導教員が指導します。 

◎ きこえとことばの教室(聴覚・言語)…通級指導学級 

・聴覚…難聴により、コミュニケーションや学習、集団生活などが困難な小学生が対象です。 

・言語…正しく発音できない、言葉の発達に遅れがある、吃音があるなど、言葉に課題が

ある小学生が対象です。 

◎ 天津わかしお学校（病弱） 

ぜん息・肥満・虚弱・偏食など、健康面での改善や体力の増進を必要とする、３年生以上

の小学生が対象です。房総半島の自然に恵まれた環境の中にある全寮制の学校で、学習内

容は小学校の通常の学級と同じです。寮では、主に寄宿舎指導員が生活指導を行います。 

 

● 用語の説明 

  固 定 学 級 …子どもが毎日通い、指導教員による指導を受ける、学籍のある学級です。 

特別支援教室 … 在籍校で、決められた曜日・時間に巡回指導教員による指導を受ける教室です。 

  通級指導学級 … 通常は在籍校で学習しますが、それぞれの障がいの状態や学習の状況に合わせた

指導を受けるため、決められた日時に保護者が付き添い通級する学級です。  

 

都立の特別支援学校 

   東京都では、発達や障がいの状態により、特別支援諸学級の教育では十分な効果をあげ

ることが難しいと思われる児童・生徒のために、専門的な指導と適切な施設・設備を整え

た、都立の特別支援学校を設置しています。〔一覧表参照〕 
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～楽しい学校生活のために～ 

板橋区就学支援シートのご案内 
                        

○ 就学支援シートの目的は何ですか。 

    就学支援シート（以下「シート」という。）は、就学前機関（幼稚園・保育園・療

育機関など）と保護者が協力して作成し、子どもの様子や指導の様子を、就学する学

校に引き継ぐシートのことです。特に生活や人とのかかわり、集団活動や健康などで

配慮が必要なことについて、適切な情報を学校に引き継ぎ、入学後の必要と思われる

支援などについて、ともに考え、活用していくことを目的としています。 

 

○ どのような子どもが対象なのですか。 

・集団行動が苦手な子 ・衝動的な行動が多い子 ・こだわりが強い子  

・注意力が散漫な子  ・待つことや我慢することが苦手な子   

などを対象としています。 

 

○ 就学支援シートで引き継ぐ内容はどんなことですか。 

   お子さんの様子（好きなこと、得意なこと、できること、良いところ、苦手なこと

など）や、お子さんが楽しく学校生活を過ごすための支援の手だてや方法についてで

す。また、保護者の考えや、就学に向けて学校に知ってもらいたいことを引き継いで

いきます。 

 

○ 就学支援シートはどこでもらえますか。 

  シートは、板橋区教育支援センターで実施する就学相談に来ていただいた方全員

に配付します。それ以外でご希望の場合は、板橋区教育支援センター教育相談窓口（区

役所本庁舎南館6階）、成増教育相談室、区内各幼稚園・保育園でも配付しています。 

 

○ 作成、提出はいつ頃ですか。 

  次のようなスケジュールで進めます。 

  シートの記入（保護者）１月頃  

  シートの保護者記入欄に記入します。支援や配慮のポイントを記入し、記入欄のす

べてを記入しなくても結構です。その後で、就学前機関に作成の依頼をしてください。 

    ↓ 



  シートの記入（就学前機関）  

  就学前機関は、保護者からの作成依頼にもとづき、シートに記入します。なお、療

育関連機関などでは、シートの記入にあたって費用がかかることがあります。その場

合は、自己負担となりますのでご了承ください。 

    ↓ 

  シートの完成  

  保護者は就学前機関からシートを受け取り、必要に応じてコピーをとって、ご活用

ください。 

    ↓ 

  小学校への提出（保護者）２月～  

  保護者は就学校決定後、事前に学校に連絡のうえ、３月上旬頃までに、直接学校（校

長）にご提出ください。 

 

○ 就学後、どのように使われますか。 

    学校で受理されたシートは、新 1 年生の学級編制に役立てたり、保護者と話し合

いのもと、児童の「個別指導計画」などの資料の作成に活用されたりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（発行者） 

教育委員会教育支援センター教育相談係 ☎３５７９－２１９５ 

※ 就学支援シート及びその内容は、作成・活用の過程を通じて、保護者の同意なしに 

  外部に提供することはありません。 

※ 個人情報の保護・管理には細心の注意を払い、活用されます。 

 



 

 

 

～楽しい学校生活のために～ 

板橋区就学支援シート 

 
 このシートは、お子さんの入学にあたり、幼稚園・保育園での様子や療育機

関・保護者の方が大切にしてきたことを小学校に引き継ぐものです。 

お子さんが充実した小学校生活を送ることができるよう教育活動に生かして

いきます。 

 

 

 

 

お子さんの名前
ふ り が な

  

保護者の名前  

連絡先（住所） 

   （電話） 

 

 

記入方法については、最終ページをご覧ください。 

 

板 橋 区 教 育 委 員 会 
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ん
ち
ょ
う

し
、
本
人

ほ
ん
に
ん

の
ニ
ー
ズ
に
基も
と

づ
く
計
画

け
い
か
く

を
作
成

さ
く
せ
い

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
人

ほ
ん
に
ん

中
心

ち
ゅ
う
し
ん

の
支
援

し
え
ん

を
受う

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 
   

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

 
 

「
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

・
障し
ょ
う

害が
い

児じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

」
 

の
作
成

さ
く
せ
い

に
つ
い
て

 

●
「
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

・
障
し
ょ
う

害が
い

児じ

支
援

し
え
ん

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

」
と
は
？

 

障
し
ょ
う

が
い
者し
ゃ

（
児じ

）
の
自
立

じ
り
つ

し
た
生
活

せ
い
か
つ

を
送お
く

る
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

を
作
成

さ
く
せ
い

す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
障
し
ょ
う

が
い
者し
ゃ

（
児じ

）
の
抱か
か

え
る
課
題

か
だ
い

の
解
決

か
い
け
つ

や
適
切

て
き
せ
つ

な
サ
ー
ビ
ス
利
用

り
よ
う

に
向む

け
て
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法

し
ゅ
ほ
う

を
用も
ち

い
て
、
き
め
細こ
ま

か
く
継
続
的

け
い
ぞ
く
て
き

に
支
援

し
え
ん

し
て
い
く
も
の
で
す
。

 

●
 個
別

こ
べ
つ

支
援

し
え
ん

計
画

け
い
か
く

と
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

の
違
い

ち
が

は
？

 

個
別

こ
べ
つ

支
援

し
え
ん

計
画

け
い
か
く

と
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

て
い
き
ょ
う
じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

（
施
設

し
せ
つ

や
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

は
け
ん

事じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

な
ど
）
が
作
成

さ
く
せ
い

す
る
計
画

け
い
か
く

で
す
。
サ
ー
ビ
ス
等と
う

利
用

り
よ
う

計
画

け
い
か
く

の
方
針

ほ
う
し
ん

を
ふ
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

て
い
き
ょ
う

事じ

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

で
の
支
援

し
え
ん

方
針

ほ
う
し
ん

を
ま
と
め
た
計
画

け
い
か
く

で
す
。
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